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Ⅰ.は じめに

肝属平野は鹿児島県大隅半島の肝属川中 ･下流域に広がる沖積平野である (第 1図).

臨海部には肝属川河口から北東の志布志まで,幅約 1-3km,長さ約 20kmにわたって,

数列の砂州とそれを覆う海岸砂丘が続いており,志布志湾砂丘と呼ばれている.肝属平

野の完新世中期以降の地形発達は,臨海部の砂州 ･砂丘の形成と密接に関連するため,

肝属川の流域内にとどまらず,志布志湾岸の海岸平野をも含めて,本研究の対象地域 と

する.

肝属平野の周辺には,笠野原台地をはじめとするシラス台地が広 く分布し,低地との

境界はその大部分が急崖よりなる.後背湿地と堤間湿地には,草本泥炭からなる泥炭層

が広範に堆積 しており,臨海部の砂州 ･砂丘列とともに肝属平野の大きな特徴である.

これらの砂州 ･砂丘と泥炭層の形成に関する研究としては,大矢ほか (1959),大矢 ･

市瀬 (1960),阪口 (1960)などがあるL.

本平野では,桜島,鬼界カルデラ,池田カルデラ,開聞岳,霧島などの南九州諸火山

から飛来 している完新世テフラにより,詳細な低地編年を行うことが可能である.しか

し,こうしたテフラの同定とそれによる低地の編年はまだ十分になされていない.

筆者らは,本平野の砂州堆積物および泥炭層中に挟在す るいくつかのテフラを野外観

察や岩石記載的特徴にもとづいて同定するとともに,泥炭層基底のAMS14C年代測定を

行った･本稿では,これらのテフラと 14C 年代から明らかになった,完新世中期以降に

おける砂州の形成とそれに伴 うラグ一一ン化 その後の湿地 (泥炭地)化の過程について

報告する.
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第 1図 対象地域 とテフラ分布図
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sz-Tk2:桜島高峠2(森脇,1994)｣よ層厚 10cmの分布を森脇 (1994)により示す.

これ以外のテフラは,層厚ocmの分布限界を示す.

sz-S:桜島薩摩 (町田 ･新井,1992)はMoriwaki(1992)により,

K-KyP:鬼界幸屋降下軽石 (町田 ･新井,1992),

K-Ky:鬼界幸屋火砕流 (町田 ･新井,1992),

Ik-P:池田降下軽石 (成尾 ･小林,1980),Kr-M :霧島御池 (町田 ･新井,1992)

は町田 ･新井 (1992)により示す.

-213-



班.地域の概観 とテフラ層序

1.地域捜観

肝属平野および周辺の地形要素としては,山地,丘陵,台地,低地がある (第 2図)･

これらの中で圧倒的な面積を占めるのが,姶良カルデラ起源の入戸火砕流堆積物 (A-

Ito;町日巨 新井,1992:噴出年代 24.5ka;Okuno,1997)からなる台地 (いわゆるシ

ラス台地)である.沖積層の基盤も大部分が A-Itoである.山地は,本平野の北西側に

高隈山地,南東から南側に肝属山地,北東側に日南山地が分布している.鹿児島県地質

図編集委員会 (1990)によれば,高隈山地中央部と肝属山地は,新第三紀中新世の貫入

花園岩類よりなり,日南山地は古第三紀始新世の日南層群から,高隈山地周縁部は前期

一後期白亜紀の四万十層群か らなる.丘陵の分布範囲は狭 く,シラス台地上に島状に突

出した日南層群からなるものがほとんどである. 低地の分布は肝属平野と志布志湾岸の

海岸平野以外は,シラス台地を刻む小河川沿いにわずかに広がる谷底平野に限られる.
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第 2図 肝属平野の地形分類図
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大隅半島は,加久藤カルデラ-姶良カルデラー阿多カルデラと続く火山フロントの外

弧にあたる. 肝属平野の北東方向に位置する宮崎平野から日南海岸にかけては,更新世

や完新世の海成段丘が発達し,著しい隆起地域として知られている (長岡ほか,1991な

ど).

肝属川は高隈山地御岳 (標高 1,132m)を水源とし,流域面積は485km2 (鹿児島県

企画部統計課,1997)である.一方,海岸平野部に河口をもつ河川はいくつかあるが,

流域面積 394km 2 (鹿児島県企画部統計課,1997)の菱田川以外はいずれも小河川であ

り,平野を形成するのに十分な堆積物の供給源とはなっていない.肝属平野において沖

積層の供給源として大きな役割を果たしているのは,肝属川,菱田川,海食崖の侵食後

退による土砂供給,および鬼界アカホヤテフラ (K-Ahテフラ ;町田 ･新井,1992)を

筆頭とするテフラの二次堆積であると考えられる.また,志布志湾奥部の沿岸海底地形

は,水深 8mまでは平均勾配 1/100から 1/150であるが,それ以深では等深線が海岸

線とほぼ並行になり,その勾配は 1/200以下で緩やかになる(海上保安庁水路部,1982).

呈上肝属平野周辺の台地上のテフラ層度

肝属平野には,A｣to以降,桜島,鬼界カルデラ,池田カルデラ起源のテフラが堆積

したとされている (町田 ･新井,1992など).それらのテフラと,今回初めて泥炭層中

に認定されたテフラ (後述 ;SzニTk2,Kr-M)について,従来示されてきた分布範囲を

第 1図に記入した.

そこで,実際のテフラ層序を把握する目的で,低地周辺の台地上で露頭観察を行った.

本稿では,第 2図のLoc.0(以後,Loc.は第 2図中の地点をあらわす)における柱状図

を代表として第 3図に示す.台地上において,野外での観察から認定できるテフラは,

下位から,Sz-S,K-Ahテフラ (K-KyP/K-Ky/K-Ahの各メンバーからなる),Ik-P

である.いずれのテフラも,特徴ある層相を示し,また誤認するおそれのある類似のテ

フラがないため,野外観察によって容易に対比できる.以下に野外での同定指標となる

堆積構造,層相上の特徴について述べる.

Sz-Sは,A-1to/ATとK-Ah 間のローム層中に20cmほどの層厚で散在する細粒軽石

層として観察される.保存状態があまり良くなく,23地点のうち6ヶ所で確認された.

Sz-Sの年代は,ll,000yrBP(Okuno,1997)である.

K-Ahテフラは,細粒のガラス質火山灰からなるK-Ahを主体とする.この地域では

直下にK-Ky,K-KyPがつくこともある.K-Ahは層厚 20-40cmで,赤燈色を呈す.

保存状態は良く,ほぼどこでも認めることができるので,露頭観察の際に重要な鍵層と

なる.K-Ahと一連の噴出物の年代は,6,750yrBP(北川ほか,1995)である.

Ik-Pは,K-Ahの上位にロームや黒ボクを薄く挟んで,概ね 10-15cmの層厚で堆積

している.軽石の最大粒径が3cm (給源から最遠の志布志北部でも1.3cm)ほどで,逆

級化構造を示す軽石層であること,石英,斜長石などの斑晶鉱物や細粒軽石のマ トリク
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スに富みこれによって団結化 していること,褐色の異質岩片を含むことなどが特徴であ

る.Ik-Pの年代は,5,500-5,700yrBP(奥野はか,1996)である.

Kr-Mは,志布志北部で観察されただけであり,Sz-S以外の桜島系テフラと開聞岳起

源のスコリア層は確認されなかった.
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第 3図 Loc･0におけるテフラ柱状図
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Ⅲ.低地の地形 とその構成物質中のテフラ

縮尺約 4万分の 1の空中写真判読および現地調査から,本平野は第 2図に示す諸地形

に分類することができる.肝属平野は,河成平野の3基本型 (貝塚,1992)のうち曲流

平野に相当し,自然堤防と後背湿地が良好に発達しており,蛇行 した旧河道がよく見 ら

れる.明瞭な扇状地は認められず,三角州の発達もよくない.自然堤防は,肝属川本川

と姶良川の合流点付近,高山川,串良川の下流域からこれ らの支川と肝属川本川との合

流点付近を中心に分布してお り,その背後からシラス台地脚部にかけては,泥炭層が堆

積する後背湿地がひろがっている.

一方,臨海部には顕著な砂州が分布する.田原川河口付近を境にして,以北では砂州

がシラス台地に接しているのに対 し,それ以南では堤間湿地を挟んで砂州が大きく3列

に分化している.これ らの砂州を内陸側か ら海岸側へ順に,大塚砂州 (OtB),横瀬砂

州 (YkB),志布志砂州 (SiB)と呼ぶ (第 2図).それらの間の堤間湿地にも泥炭層が

堆積している.最も海岸側に位置する志布志砂州には,比較的大規模な砂丘が発達して

おり,最高点は標高 27.2mに達する.志布志砂州上の砂丘列は 3列に細分される.シラ

ス台地を北端の基部とし南南西にのびる,最も内陸側の大塚砂州には明瞭な砂丘地形は

認められず,北部のみ砂丘砂が薄く覆っている.大塚砂州の北北東方向に分布する横瀬

砂州は,砂丘砂によって被覆されており,標高は 10mを越える.

一之｣勉 と池監隆王塵石

大塚砂州上とその近辺において,砂採取場および工事現場で連続露頭の観察を行い,

L｡C.8-15の計 8ヶ所で砂州堆積物とその上限付近にのる池田降下軽石を確認した (第

4図).第 4図中の標高は,1/5,000国土基本図にもとづく.Ik-Pは,概ね層厚 15cm

前後の固結化した軽石層で,中位が粗となる逆級化構造を示し,摩耗もしていないこと

から,一次堆積であると考えられる.また,L｡C.8-ll,13,15の 6ヶ所では,Ik-P

の直上に Ik-Pと一連の噴出物である池田湖火山灰 (成尾 ･小林,1980;Ik-ash)と考

えられる顕著な平行層理をもつ火山灰層が観察される.

大塚砂州上の位置ごとに,砂州･砂丘堆積物と1k-Pとの関係について記載する.Loc.12

-15は,海岸側に位置し,12は突端部,13,14は北部,15は基部に相当する.IJOC.12

では,軽石榛の混入から海浜砂と考えられる中粒砂上に Ik-Pがのり,Ik-P直上からは

腐植土が堆積している.Loc.13は,大塚砂州を横断方向に切る長さ約 30mの連続露頭

のうち,最も内陸地点を記載したものである.ここでは,Ik-P/Ik-ash は粗粒砂中に挟

在している.Ik-ash層中にパイプ状生痕化石が認められること,Ik-Pの上位約 90cmの

層位に,最大粒径 10cmで淘汰の悪い円磨された水成軽石層が層厚 12cmで堆積すること

から,Ik-P/Ik-ash を挟む砂層は海浜砂であり,テフラ堆積後もしばらくの間は海浜環
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境下にあったと言える.最上位の中粒砂を主体とする層厚 110cmほどの砂層は,淘汰が

良く磯の混入がないことから,砂丘砂であると考えられる.Loc.14では,Ik-Pは淘汰

度と磯を含まないことから砂丘砂と判断される細～中粒砂層中に堆積 している.LOC.15

では,Ik-Pは8cm大の軽石の混入により海浜砂と考えられる中粒砂上に堆積しており,

その直上にはIk-ashとこれを母材とするロームがのる.最上位は細～中粒砂からなるが,

人工盛土の可能性がある.一方,Loc.8-11は,内陸側にのびる大塚砂州の分岐砂州と

その前後に相当し,8は分岐砂州背後,9,10は分岐砂州上,11は分岐砂州と本体との

間に位置する.これらは潅概用水路埋設工事に伴う連続露頭である.Loc.8-11におい

て,Ik-P/Ik-ashは砂州堆積物と考えられる中粒砂上に堆積してお り,その直上からは

砂州 ･砂丘いずれの砂層も認められず,8,9,11では泥炭が,10では腐植土が堆積 し

ている.

また,IJOC.13とLoc.14近接の計 2ヶ所の連続露頭においては,Ik-Pによって堆積当

時の浜堤から後浜にあたると判断できる地形横断面が復元 される.さらに,大塚砂州前

面のLoc.16における既存ボー リングコアの分析結果によれば,Ik-Pの二次堆積物が標

高-3m付近に初めてあらわれ,それより下位では認められないことから,Ik-P堆積当

時の海底面はおよそ-3mであったと言える.以上のことと後述する泥炭層の記載により,

大塚砂州の中 ･北部を横断する断面図は第 5図のように描ける.
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第 5図 大塚砂州断面図
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3.泥炭塵_洲 7=

1)泥炭層中のテフラ

砂州の形成とその背後のラグーン,後背湿地およびその前面の堤間湿地との関係を把

握するために,計 10地点で泥炭層のハンドボーリングを行うとともに,潅概用水路工事

に伴う連続露頭において,特に泥炭層の分布とその中に挟在するテフラに注目して,低

地表層堆積物の観察を行った (第 4図).ここには,阪口 (1960)などにより,厚い泥

炭層が分布することが報告されている.これまでの調査では,厚さ最大 4.6mの泥炭層

が認められたが,そこでは基底まで掘削していないため,最大層厚がこれより大きいこ

とは確実である.層厚は挟在する物質も含めた値で,1m未満から5m近くまでと幅が

あるが,肝属川の河道寄 り (Loc.2,4,6)や大塚砂州の背後 (Loc.7,8)で薄く,シ

ラス台地寄り (Loc.1,3,5)や持留川下流域 (Loc.18,19)で厚い.厚いところでは

無機質の混入が少ない純粋な泥炭が多いのに対して,薄いところでは泥炭質シル トとな

ることが多い.この点は,阪口 (1960)も指摘しており,その理由としてシラス台地か

らの湧水が泥炭層堆積の最重要因子であると同時に,常に河川の影響も受けていたこと

を挙げている.また,いずれの地点でも,アシ ･ヨシの根,茎,葉などの植物遺体が広

く観察されることから,草本泥炭からなると言える.

この泥炭層の中には,細粒スコリア ･細粒軽石などの降下テフラが層厚 1-10cmで,

氾濫堆積物と考えられるシル ト･粘土や一部軽石混じり砂が厚さ0.5-20cmで挟在して

いる.第 4図では,層厚 5cm以下のシル ト･粘土層の記載は省略した.一方,泥炭層の

下位には,細粒のガラス質火山砂や軽石混じり砂 (Loc.1-5,17,19)や Ik-P/Ik-ash

(Loc.8,9,ll)が分布する.前者の砂層は,KIAh,A-1to,Ik-Pなどの二次堆積物

であり,内湾～ラグーンを埋積した沖積上部砂層に相当するものと思われる.また,倭

者のIk-Pは,逆級化構造を示しマ トリクスに富む団結軽石層であるという層相上の特徴

から同定できる.なお,Ik-Pよりも下位に堆積している泥炭は確認されなかった.

調査地の表層 2-5mに堆積する泥炭層中には,全部で 5枚の一次堆積のテフラ層が認

定される.上から肝属 Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ,Ⅳ,Vと仮称する. Ⅰ～Ⅲはスコリア層,ⅣとVは

軽石層であり,粒径は中～粗粒砂大である.いずれのテフラも明瞭な級化構造,ユニッ

トは認められない.Ⅰは淡紫色を呈し,層厚は西寄りで厚く8cm(Loc.1),東ほど薄く

レンズ状になり2.5cm (Loc.8)である.[はおうど色～黄色を呈し,層厚は3-6cmで,

分布の軸は Ⅰよりも東寄りにある.Ⅲは層厚 1,1.5cmと薄く,連続露頭の2ヶ所でのみ

確認されるにとどまった.IVは 淡褐色～赤燈色を呈し,層厚 2-10cmと開きがあるもの

の,5枚のテフラの中で最も広く分布している.Vは淡褐色や白色を呈し,層厚は 1-2

cmと薄く,分布は東寄りに限られる.これら5枚のテフラは,保存状態が良好な泥炭層

中でのみ認定され,周辺の台地上では確認されない.これ らのうち, Ⅰ,Ⅱ,Ⅳは多く

の地点で確認されるので,泥炭地福年の指標として有効であると思われる.

降下軽石層のⅣ,Vを同定する目的で,火山ガラスと斜方輝石の屈折率測定を,第 4
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第1表 テフラの岩石記載

地点1) 試料番号2) 採取方法3) 層厚 斑晶鉱物組成4) 火山ガラス屈折率(n) 斜方輝石屈折率(γ) 対比
(cm) range/(modalrange) range/(modalrange) <備考>

a B

Loc.8

9C0L

H
H

1C0l山

Loc.17

Loc.18

Kr-M

(都城市高野)

Sz-Tk2

(垂水市高峠)

I

2
2
)

-

b 0

c 0

d 0

e 0

f 0

g 0

h B

1 B

上 0

中 0

下 0

2 opx〉cpx

8 opx)cpx(ho)

2 opx〉cpx

2 opx〉cpx(ho)

3 (opx)cpx)

5 opx)cpx(ho)

1 opx)cpx

2 opx)cpx(ho)

1 op又))cpx

op又)cpx(ho)

140 opx)cpx(ho)

opx)cpx(ho)

25 opx)cpx

1)第2図に記入 2)第4回に記入 3)0‥露頭 B‥ハンドボーリング

1.502-1.508

く一部microlite入 り,やや低精度'

1.509-1.513

1.508-1.513

1.508-1.512

1.508-1.512

1.508-1.514

1.508-1.513

1.508-1.511

1.511-1.514

(microlite入 り〉

1.509-1.513

1.508-1.511

1.508-1.511

(1.509-1.511)

1.508-1.515

(1.511-1.515)

4)opx:斜方輝石,cpx:単斜輝石,ho:角閃石

1.708-1.713

1.725-1.730

1.709-1.713

1.708-1.732

(1.725-1.730)

1.717-1.729

(1.725-1.729)

1.725-1.730

1.709-1.714

1.724-1.730

1.710-1.713

桜島系 ?

Kr-M

Sz-Tk2

Kr･M二次堆積

Kr-M二次堆積

Kr-M

Sz-Tk2

Kr-M

桜島系 ?

1.724-1.730

1.724-1.730

1.725-1.729

1.709-1.712



図のaからiの 9試料と模式地で採取した標準試料について行った (第 1表).模式地

の標準試料について述べる.Kr-M は斑晶鉱物として斜方輝石,単斜輝石に加え,角閃

石を少量含有するのに対して,Sz-Tk2は斜方輝石,単斜輝石のみで角閃石を含まない.

火山ガラスの屈折率は,Kr-M :1.508-1.511,Sz-Tk2:1.508-1.515と近い値を示

す一方で,.斜方輝石の屈折率は,Kr-M :1.724-1.730,Sz⊥Tk2:1.709-1.712とか

なりの違いがある.つまり,Kr-M とSzITk2の対比は,特徴鉱物である角閃石の含有と

斜方輝石の屈折率により行うことが可能である.これらのことから,Ⅳにあたるb,f,

hはKr-Mと,VにあたるC,gはSz-Tk2と同定された.また,模式地のKr-Mは下部

から上部までほぼ均質で,有意の差異は見られない.なお,d,eはKr-Mの二次堆積で

あると考えられリa,iは桜島起源と思われるものの,対比は決定できなかった.すなわ

ち,Ⅳ :Kr-M,V :Sz-Tk2と同定できたわけだが,とくにKr-Mは,斜方輝石の屈折

率が類例の乏しい値を示すため,確実度の高い同定が可能である.

一方,スコリア層はすべて開聞岳起源と考えられるが,それらの岩石記載的方法によ

る対比は難しい.層位関係などから, Ⅰ:Km12a,H:Km9C(藤野 ･小林,1997)と

対比される可能性が高い.

これらのテフラの年代は,それぞれ Ⅰ:Km12aが A.D.874年 (桑代,1967),Ⅲ:

Km9Cが 2ka(藤野 ･小林,1997),Ⅳ:Kr-Mが 4.2ka(奥野,1996),V :Sz-Tk2

が4.5ka(Okuno,1997)と報告されている.

上記をまとめると,肝属平野の泥炭層中に挟在する 5枚のテフラ層のうち,今回明ら

かにできた4枚の層序は,下位からSz-Tk2(4.5ka),Kr-M (4.2ka),Km9C(2ka)

Km12a(.A.D.874年)である.また,層位が近接しているためこれまで不明であった,

Sz-Tk2とKr-Mの層序関係についても併せて明らかにすることができた.

2)泥炭層基底の年代

Loc.2,5,8,17の4地点 (第 2図)において,AMS14C年代測定法により泥炭層基

底年代値を求めた (第 2表).試料の層位は,ハンドボーリングで採取できたコアのう

ちで最下底の泥炭である (第 4図).年代値は,試料 A (Loc.2) :5,130±80yrBP

(NUTA-15590),試料 B(Loc.5):5,580±80yrBP(NUTA-5589),試料 C(Loc.8):

4,930±7()yrBP(NUTA-5789),議料 D (Loc.17):3,620±90yrBP(NUTA-5787)

と得られた.このうち,Loc.17の試料 Dについては,約 80cm上位に Kr-M (4.2ka)

が同定されており,年代が逆転している.何らかの理由によって若い値が出てしまった

ものと思われる.これ以外は,テフラの年代値から見て整合性のある値である.この後

の議論においては,試料 Dの年代値は採用しないことにする.
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第2表 泥炭層基底のAMS14C年代値

試料番号1) 試料 地点2) 採取高度3) c N C/N ∂13C 14C年代 測定番号

(m) (%) (%) 比 (‰) (yrBP) (NUTA-)

泥炭 Loc.2 6.3 -22.4 5,130±80 5590

泥炭 Loc.5 2.9 -28.5 5,580±80 5589

植物片 Loc.8 2.8 12.9 0.56 23.2 -26.2 4,930±70 5789

植物片 Loc.17 1.3 5.0 0.32 15.6 -27.9 3,620±90 5787

1)第4図に記入 2)第2図に記入 3)1/5000国土基本図による

Ⅳ.肝属平野の形成史

1.

1)大塚砂州

大塚砂州の砂州堆積物上に Ik-Pが一次堆積していること,その軽石層および Ik-ash

を介した直上には,概ね泥炭,腐植土,砂丘砂といった非海成堆積物がのることから,

Ik-Pは汀線付近のほぼ乾陸上に堆積したものであって,大塚砂州は Ik-Pの堆積直後に

離水したことが明らかである.つまり,大塚砂州の形成時期はIk-Pの噴出年代と等しく,

5,500-5,700yrBPであると言える･Ik-P堆積当時の汀線は,大塚砂州の最も海岸寄り

にあったと考えられる.また,大塚砂州の突端部,中央部,基部,分岐砂州上において,

同様の堆積層序を示すことか ら,全体の形成はきわめて近いことは明らかである･砂丘

砂の被覆が大塚砂州の北部だけに限られることから判断すると,大塚砂州の形成過程は,

シラス台地に繋がる北端を基部として,内陸側から海岸側に向かって南部ほど大きく前

進し,北部の海岸線ほど安定 していたものと推定できるが,前述の砂州全体の形成期の

近接性を考え合わせると,大塚砂州の形成速度そのものが速かったと言える･このよう

に, 一般に数時間から数日の間に地表面を被覆するテフラは,砂州形成のような短期間

の地形変化を論じる上で有効である.

Ik-P噴出当時,すなわち 5,500-5,700yrBPの相対的海面高度は,Ik-Pが直接覆う

浜堤 ･後浜堆積物頂面高度から,およそ+3-5mにあったと考えられる･なお,長岡は

か (1991)は予察的に,大塚砂州を約 6,000年前の完新世の最高位面と対比し,その海

成層の上限高度は 6-5m と述べている･

2)横瀬砂州
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横瀬砂州の形成時期を直接示すデータは今のところ得られていないが,大塚砂州 (5･5

-5.7ka)の年代と横瀬砂州背後の湿地堆積物中に挟在するテフラの年代から,その形成

時期を推定することができる.横瀬砂州上の砂採取場ではIk-Pが確認されなかったこと,

横瀬砂州は堤間湿地を挟んで大塚砂州よりも海岸側に位置 しており,大塚砂州の形成期

はシラス台地の海食後退期に相当する可能性が高いことか ら,横瀬砂州の形成は大塚砂

州よりも後である.また,横瀬砂州背後の Loc.19の泥炭層中に Kr-Mが堆積している

ことから,. 少なくとも4.2kaよりも前に形成されていたことは確実である.これらのこ

とから,横瀬砂州の形成時期は,約 5,500-4,500年前の間に入ると考えられる.

旦⊥風 完地の継続風間

泥炭層基底のAMS14C年代が示すように,後背湿地における泥炭の生成は,早いとこ

ろではIk･-Pの年代とほぼ等しい約 5,600yrBPごろから,遅くても約 5,000yrBPまでに

は開始している.すなわち,肝属平野では約 5,000yrBPまでには後背湿地と自然堤防の

原型が出来上がっており,後背湿地は泥炭が広く生成されるような環境に変遷していた

と考えられる.また,泥炭の生成は海面変化とも密接に関連する.Loc.5,8における泥

炭層基底の高度はそれぞれ 2.9m,2.8m (第 2表)であるが,これらは得られた年代

当時の海面高度にほぼ近い値を示すものと思われる.一方,堤間湿地における泥炭の堆

積開始時期は,その前面での砂州の形成と大きな関連がある.現段階では,堤間湿地に

おける泥炭層基底年代値や横瀬砂州,志布志砂州の形成期を直接示すデータがともに得

られていないため,具体的に議論することはできないが,両者の関連性を押さえること

は重要な課題である.

泥炭層中に挟在するテフラの年代から,泥炭層の堆積,言い換えれば,湿地環境は少

なくとも約 1,100年前 (Km12aの年代)までという長期間にわたって継続していたこ

とが明らかである.このことは,肝属川の河道が安定していたことおよび土砂運搬量が

少なかったことを示唆する.すなわち,阪口 (1974)が指摘している泥炭地河川の流路

の安定性は肝属平野においても確認される.

3.完采虹匡史乱闘琴に､おけ星低地旦整成史

縄文海進により湾入していた内湾が,大塚砂州によって湾口部を閉塞され,ラグーン

化したのは,約 5,500-5,700yrBPである.それに引き続いて,ラグーンから泥炭が生

成されるような湿地環境に変遷したのは,Ik-P堆積直後から約 5,000yrBP頃にかけて

であり,ラグーンの継続時期は長くなかった.その一方で,湿地環境は少なくても1,100

年前までという長期間にわたって継続していた.つまり,大塚砂州背後の曲流平野部で

は,ラグ一一ンから湿地環境へ変遷する際に形成された自然堤防と後背湿地の枠組みにそ

った静穏な地形発達が,完新世後期を通して続いてきたと言える.
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V.まとめ

南九州大隅半島に位置する肝属平野について,砂州堆積物および泥炭層中に含まれる

テフラと泥炭層基底のAMS14C年代にもとづき,完新世中期以降の低地の形成史を明ら

かにした.

縄文海進で湾入していた内湾が,大塚砂州により閉塞されてラグーン化したのは,大

塚砂州の砂州堆積物上限に堆積するIk-Pの噴出年代から5.5-5.7kaであり,その当時

の相対的海面高度は+3-5mである.一方,泥炭層中に認定された 5枚のテフラ層のう

ち4枚が,下位からSzl｢k2(4.5ka),Kr-M(4.2ka),Km9C(2ka),Km12a(A.D.874

年)と対比される.泥炭層基底の 14C 年代も併せると,ラグーンから泥炭が生成される

湿地環境に変遷したのは,Ik-P堆積直後から5kaにかけてであり,その後は少なくとも

4,000年間にわたって湿地環境が継続していたと言える.

今後,さらに泥炭地,砂州 ･砂丘列の編年を詳細に行うと同時に,両者の形成過程の

関連性を捉える必要がある.また,本平野の地形発達には降下テフラが大きな影響を及

ぼしており,テフラ自体の二次堆積およびテフラが誘発した植生破壊,土壌浸透能の低

下 (竹下,1987)に伴う侵食作用の活発化などに着目して,沖積層の再検討を行うこと

も重要であると考える.このような課題に取り組むにあたって,AMS14C 年代測定法を

はじめとする高精度な年代測定は必要不可欠である.
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Abstract

ThispaperdiscussesthefわrmationoftheKimotsukiLowland,southern

Kyushu,duringthemiddleandlateHolocene,basedontephrochronologyandAMS

14C dating.Theresultsareasfollows.

Themostlandwardbarrierwasformed5,500-5,700yearsago,turningabay

invadedbytheHolocenetransgressionintoalagoon.Thealtitudeofrelativesea

levelatthattimeis3-5m abovethepresentsealevel.Fivetephralayersare

interbededinthepeatlayers,fourofwhich areidentifiedwith SakuraJlma-

Takatoge2(4.5ka),Kirishima-Miike(4.2ka),Kaimondake-9C(2ka)andKaimondake-

12a(A.D.874)fromoldertoyounger.SomeAMS14C datesobtainedfrombasalpeat,

togetherwiththesetephras,indicatethattheaccumulationofpeatbegan5,600to

5,000yearsagoandlastedatleastfor4,000years･

Keywords:LateHolocene,KimotsukiLewland,Barrier,Peatland,

Tephrochronology,AMS14C date
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